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－能勢高校の進路指導とその成果－ 

この 3月に卒業した５8期生（中高一貫・総合学科 6期生）進路状況 

卒業者数  男４４名 女１９名 計６３名  

 ５８期生（人数・割合） ５７期生 ５６期生 ５５期生 

四年制大学 １８人 ２８．６％ 29.3％ 40.9％ 37.8% 

短期大学 ３人 ４．８％ 12.0％ 10.6％ 9.5% 

専門・各種学校 ２５人 ４１．３％ 26.7％ 25.8％ 23.0% 

(このうち看護学校) (１人) １．６％ (0%) (1.5％) (0%) 

就 職 １５人 ２２．２％ 25.3％ 21.1％ 27.0% 

その他 ２人 ３．２％ 6.7％ 1.5％ 2.7% 

卒業生数 ６３人 １００．０％ ７５人 ６６人 ７４人 

四年制大学への進学者が昨年度に続き３０％を割り込みましが、人気大学への合格者数が増

加しました。専門学校への進路決定者も増加しました。進路未決定者が昨年度より減りました。 

就職者 おもな就職先 男１０名  女５名  １５名 

大阪府警(警察官) 中央技研(技能)   佐川急便(デリバリー)  

双葉産業(技能)  にしけい(空港保安員)  つるやゴルフ(販売)  

唐崎屋(販売)  嵯峨映画(照明補助) ボルツ(製造)  ライフネット(技能) 

猪名川国際Ｇ．Ｃ．(フロント業務)  三杉屋(技能)  

専門学校進学者 おもな進学先 男１９名  女６名 ２５名 

大阪医療看護     兵庫県農業大学校 太成学院大学歯科衛生士 日産京都自動車整備  

修成建築 大阪総合デザイン 大原法律公務員  ホンダテクニカルカレッジ  

大阪ビジネスカレッジ 阪神自動車鉄道航空 大阪デザイナー 大阪動植物海洋  大阪ハイ

テクノロジー 大阪リゾート・スポーツ 大阪コンピュータ  ＥＣＣコンピュータ 大阪総

合デザイン ベルベビューティーコミュニケーション 

四大進学者  男１１名  女７名  １８名     短大進学者 男２名  女１名  ３名 

合格大学   (延べ合格者数２２名) 

〔国公立大学〕 

和歌山大学 観光学部(１)   兵庫県立大学 工学部(１)     岡山県立大学 工学部(１)     

〔私立大学〕 

関西学院大学 教育学部(１)   龍谷大学 経営学部(１)           摂南大学  工学部(１) 

近畿大学   工学部(１)     追手門学院大学   社会学部(１)  京都学園大学 経済学部(１)    

大阪経済法科大学 法学部(１)  梅花女子大学 心理子ども学部(２) 大阪産業大学  工学部(１)            

大阪電気通信大学  工学部(１)    大阪総合保育大学  児童保育(１)  

大阪樟蔭女子大学 経済学部(２)  大阪体人間科学大学   人間科学部(１)  

関西国際大学   教育学部(１)  甲子園大学 栄養(１) 神戸芸術工科大学 プロダクトデザイン  

大手前大学  総合文化学部(１) 宝塚大学   造形芸術学部(２)   帝塚山大学 人文学部(１) 

 

合格短大 (合格者数３名) 

京都外国語大学短大 (１)    湊川短大 (２)    

 

１．徹底したキャリア学習 

  入学時より｢キャリア教育｣に力を入れ、早くから生徒一人ひとりに｢進路目標｣を設定させ

るように指導します。外部講師を招いて｢進路ガイダンス｣を実施するなど、｢世の中にはど

のような仕事があるか、そして、どのような能力・資格が必要か｣、そして｢その資格を得る

には高校からどんな進路があるか｣を繰り返し学習します。 

２．放課後・長期休業中の講習 

  進学希望の生徒たちに対して夏休みの｢勉強合宿｣（一年生）や放課後と長期休暇中の講習

を実施します。尐人数校であることのメリットを生かした個人指導に近い形式が特徴で、塾

や予備校に通わなくても難関大学に合格できる力を身につけることをめざしています。 

３．校内実施の外部模試 

自己の学力の客観評価をし、適切な目標設定をするために、外部模試を年間数多く能

勢高校で実施しています。 



 「能勢町小中高一貫教育総会」報告 

４月１７日（木）浄るりシアターで、「能勢町小中高一貫教育総会」が開催されました。こ

の春、能勢高校に農業科教諭として着任した本校卒業生（中高一貫・総合学科１期生）松田嘉

織 先生（京都教育大学教育学部卒 能勢町立久

佐々小学校・西中学校出身）が、一貫教育の成果

として能勢高校の進路指導について発表しました。 

「能勢高校で、さまざまな授業ときめ細かい進

路指導を受けました。 交流授業で小学生に接し

たことが、先生になろうと思ったきっかけです。農業クラブでたくさんの活動を行い、進路実

現に生かしました。結果、目標とする大学に入ることができ、そして、先生として母校に戻っ

てきました。後輩たちも、この素晴らしい能勢高校でのいろいろな学習や体験を通じて、夢を

実現してほしいです。」 

 

オーストラリア  マジー高校来日  

【日本スタディーツアー（4月 5日～18日）】 

本校の国際交流相手校、オーストラリア・ニュ

ーサウスウェールズのマジー高校が 2 週間の日

本スタディーツアーで来日しました。総勢 32名

（生徒 28名、教員 4名）の一団は 4月 5日にシ

ドニーを出発し、東京・姫路・京都・奈良・広島

を訪れた後に14日から17日の4日間を大阪で過

ごしました。本校とチームを組んで国際交流研修を実施している、北千里高校・茨木西高校に

はそれぞれ、生徒 15名と教員 1名・生徒 6名と教員１名が訪問し、そして本校には生徒 7名

と教員 2名が能勢町でのホームステイの形で滞在しました。 

本校には 14日（土）の夕刻バスで到着し、15日（日）は一日ホストファミリーと過ごしま

した。16 日（月）は、本校生徒会司会進行による体育館でのウェルカムセレモニー（両校代

表挨拶・記念品交換・両校生徒パフォーマンス）で出迎え、その後、学校農場の見学や能勢高

校生徒の授業に一緒に参加し、交流を深めました。また、放課後には能勢町浄るりシアターの

協力で、人形浄瑠璃の実演と解説、そして、体験をさせてもらいました。オーストラリアの高

校生たちが、人形について活発に質問し、興味深そうに体験する様子は印象的でした。 

二日目の日本滞在最終日となる１７日（火）には、長谷の棚田（日本棚田 100選）と野間の

大ケヤキを見学し、能勢高校生徒と教員の見送る中、正午にバスで関西国際空港へ出発しまし

た。本校への訪問は 1日半の短い期間でした

が内容の濃い有意義な交流になりました。 

例年通り今年も夏のマジー高校への国際

交流研修希望者を募っていますが、すでに複

数名の応募があり、今後も活発な交流が継続

されることとなりそうです。 


